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16.  Abstract

　再帰反射歩行者マーキングの色がその発見にどのように影響するかを調べるために夜間の野
外実験が行われた。この実験ではヘッドライトをロービームに点灯した状態の静止車に被験者
を座らせ、両足に有色の再帰反射マーキングを付けて動いている歩行者がどうにか発見できた
ときそれを知らせるようにさせた。この実験の際の独立変数は、色（赤、黄、緑、白）、再帰
反射率（SIA）および被験者の年齢であった。
　この実験は、動いている歩行者を発見できる距離は再帰反射マーキングの色により影響され
るという結果を出すものとなった。特に3つの有彩色（赤、黄、緑）の場合は無彩色（白）より
かなり離れたところ（7から10％）からでも発見できた。さらにモデリングを行ったところ、
白が赤、黄、緑と同じ距離で発見する為にはそのSIA値が少なくとも26から44％高くなければ
ならないことがわかった。
　この結果は以前にシューマンその他（1996年）が行った、有色の再帰反射の方が同

白色の再帰反射より被験者には明るく感知されたという実験結果と一致している。さらに今回の
はヘルムホルツ-
ルラウシュ効果にも一致する。またこの実験で得られた色補正係数とASTME1501で予測された
間に強い線形関係が存在することがわかった。しかし実験結果と予測ASTM色補正係数との正確
係は実験の性質による影響を受けそうである。
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